連帯保証書
                                          　
　　○年○月○日
中国電力株式会社
代表取締役社長執行役員　中川　賢剛　様
                        　　　　 住　所   　　東京都○○区○○ △丁目△番△号
                                  　　 連帯保証人   株式会社○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　代表取締役　 ●●　●●　　印
株式会社○○○○（以下「連帯保証人」といいます。）は、次の条項に従い、中国電力株式会社（以下「債権者」といいます。）に対して●●株式会社（以下「債務者」といいます。）が負担する債務を連帯して保証します（以下、この連帯保証書を「本保証書」といいます。）。
（連帯保証）
第１条　連帯保証人は、債権者及び債務者との間の○年○月○日付電力卸売買個別契約およびそれに付随する一切の契約（締結の後、当該契約の変更のために締結する覚書等を含みます。）にもとづく債務者の一切の債務（以下、総称して「本被保証債務」といいます。）の履行について責任を負い、債務者と連帯してこれを保証します（以下「本連帯保証」といい、本連帯保証にもとづく連帯保証人の保証債務を「本保証債務」といいます。）。保証金額の限度は○円とします。当該限度額は、本被保証債務に関する一切の債務（利息、違約金、損害賠償その他一切の債務を含む。）についての連帯保証人の責任の限度額とします。
（保証期間）
第２条　本連帯保証における保証期間は、電力卸売買個別契約の締結日（○年○月○日）から、本被保証債務の履行が全て完了する時までとします。
（主張制限）
第３条　連帯保証人は、次の事由をもって、本保証債務の履行を拒絶しないものとします。
(1) 債権者が、債務者に対して、履行の催告を行なっていないこと
(2) 債務者が、弁済をする資産を有し、かつ、同資産への執行が可能であるのに、債権者が同資産への執行を行なっていないこと
（本保証債務の履行請求）
第４条　連帯保証人は、債権者が本保証書の写しに次の書類を添えて連帯保証人に提出し、本保証債務の履行を請求した場合、本保証債務を履行します。
(1) 保証債務履行請求書
(2) 保証債務履行請求額を証明する書類
（保証債務履行期限）
第５条　連帯保証人は、債権者から前条に定めるすべての書類を受領した日の翌日から起算して３０日以内に本保証債務を履行します。
（守秘義務）
第６条
連帯保証人は、本保証書差入の事実および本保証書の差入により知りえた情報（以下「秘密情報」といいます。）について、法令等の定めにもとづき官公庁または金融商品取引所から開示を強制された場合を除き、債権者の同意なく第三者へ開示または漏えいしないものとします。
２
連帯保証人は、秘密情報について、本連帯保証にもとづく本保証債務の履行を実施する目的および連帯保証人の通常業務（与信審査・与信管理を含む。）の遂行の目的以外に使用しないものとします。
（合意管轄および準拠法）
第７条　本保証書に関連して債権者と連帯保証人との間に生じる一切の紛争については、広島地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。
２　本保証書は、すべて日本法に従って解釈され、法律上の効力が与えられるものとします。
（本保証書に定めのない事項等の協議）
第８条　本保証書に記載されていない事項ならびに本保証書により難い特別な事項は、その都度債権者および連帯保証人の協議によって定めるものとします。
以　上
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